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千A薊８ｓ
、知床」は昭和63年９「

大角をかざし造オスジカの鳴き声が、葉を落とした
森に鋭く翻琶渡る。一夏を飛翔したアマツバネやセキ
レイだちも南に去って久しい。

ニシンと見紛うばとに群来しだサケ・マスも生涯最
大のイベントを終え、流れ下る落葉とともに姿はなしＩ。
「地の果て」にロマンを求め通多くの観光客の姿も

合は少怠＜なり、路繍のナナカマドが赤い実を風に揺
らし芯がら、ついはんでくれる渡りの鹿を待っている。
知床の連山はうっすらと白く、頂きをかすめる雲は

綱のように薄く、ときには醒々し＜曙い゜森は褐色に

月に第１回としてスタートし、本年10月１３．１４日に実
施しだ『紅葉の森林と滝めくり』ご第２4回となり霊し
た。そして今回のイベントで鶴加者が千人を突破しま
しだ。

千人目は１４日連戚となり、当Ｂ知らされ）ご北見市の
ご蝿人はエエツという褒愉こしだが、センター所長よ
り記念品量贈呈されて大喜び、他のイベント穆加者疋
らからも祝福されていましだ。

もり

壷林の中を歩くＩプもの迅色五つだしj下つ尼り
己元をだしかめ汗Ｅ流し

けっして盛で怠いのに

牡ぜかみん眩いし１回

不忠■だ豆あ轟林って

変貌し、モザイク状に針葉樹が愚立っている。岩壁に
オオセクロ刀モメの群れが身を寄せ波が砕け散る。半
島ご露生し庭オジロワシの幼島が、ときおり飛翔力に
画きをかけるかのように上空を籾っている。
知床はいま次のドラマを待つかのように静かごある。
やがてオオワシやオジロワシが来るだろう。エゾシカ
をはじめとする凰駄だちの生命が、眠る大地と酷寒の
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叩
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這
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６
日
間
の
ガ
イ
ド
日
程

を
射
直
し
て
お
り
ま
し
だ
が
、
結
果

的
に
９
月
四
日
・
旧
月
６
日
の
２
日

間
の
実
砺
と
な
り
ま
し
だ
。

ガ
イ
ド
実
厳
圏
所
は
、
両
曰
と
も

知
床
自
然
観
露
教
育
林
内
の
「
自
然

観
察
コ
ー
ス
』
で
す
。
穆
加
者
は
親

狼
（
麟
人
）
３
人
グ
ル
ー
プ
、
熟
年

女
性
の
仲
良
し
３
人
ク
ル
ー
プ
こ
し

だ
。幸
い
天
儀
に
も
恵
譲
れ
蜜
し
だ
。

色
彩
に
冠
む
秋
の
知
床
の
轟
き
、
１

日
雇
つ
ぶ
り
楽
し
む
だ
め
に
申
し
込

ん
だ
万
々
ご
す
。
ゆ
っ
く
り
歩
き
小

休
止
を
何
度
も
と
り
、
興
味
と
好
奇

心
を
濁
足
さ
せ
な
が
ら
コ
ー
ス
を
巡

り
議
し
だ
。
背
景
の
良
い
所
壱
は
写

冥
遷
握
り
ま
し
だ
。
好
奇
心
は
と
く

に
キ
ノ
コ
に
向
ら
れ
ま
す
。
折
し
も

シ
イ
タ
ケ
・
ナ
ラ
タ
ケ
・
ヌ
メ
リ
サ

サ
タ
ケ
が
探
り
頃
で
、
こ
れ
ら
の
キ

ノ
コ
の
味
は
隠
品
、
思
わ
ぬ
森
の
陶

り
物
に
子
供
の
よ
う
に
再
ん
こ
お
り

ま
し
だ
。
５
時
間
ご
Ｓ
ｍ
の
コ
ー
ス

は
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
す
。

“
わ
し
ら
森
林
が
好
き
だ
か
ら
“

好
評
Ｉ
ガ
イ
ド
覇
業
『
知
床
・
森
林
も
の
が
た
り
』

受
け
る
ラ
ッ
キ
ー
盆
千
人
目

セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
毘
窓
呂
産

0 
＿ｂ 

す
の
て
野
っ
。

ＯＳ‐■■‐一一七‐■－－｡●Ｓ■Ｐロﾛ■Ｃ･■●●－ヴヴヰーーー■■一一七台し■ら＆岳二心｡｡⑥ロ●●中

「
鴎
晴
ら
し
い
も
の
は
森
の
輿
深

く
に
麓
わ
れ
て
い
る
ん
だ
あ
」
「
自

然
っ
て
ほ
ん
と
に
い
い
よ
な
」
「
生

返
っ
だ
よ
う
な
気
分
」
「
ま
だ
来
尾

い
ね
」
、
な
ど
心
境
を
も
ら
し
て
い

ま
し
だ
。
こ
ん
芯
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
盆
ん
て
、
私
疋
ら
と
っ
て
も
い
い

こ
と
を
し
て
ろ
ん
じ
や
紅
、
が
と
思

つ
だ
次
第
。
自
然
を
、
森
林
を
こ
よ

な
く
愛
し
て
い
る
人
が
い
る
限
り
、

含
後
も
瞬
け
て
い
き
雇
い
辻
、
こ
す
。

饗；
⑰●￣ 

目_麺i厚字IhSt
3塁審蚕云観８９３１謡審１日

ホ
ロ
ペ
ツ
の
河
舌
パ
ッ
ク
に

第
斜

－では取り組んでいる各楓の圏査＼

は１０月をもって予定とおりすべて完
だ。対象となる闘蚕は以下のとおりごす｡
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完 オホーツク海沿いの潮習防倒保安林と、知
実麓しましだ。主要テーマは「人間の営み

里町の

を過酷な自然から守っている保安林のは這らさ」と、

「知床五湖周辺の環境に適応し、森や景観を造ってい

る樹木や栖鉤量観察」し、嚢と親しむというものです。

保安林では森林が不可欠紅理由と、轟林適戚に取俎

んでいる営林悪の仕駆とその感染を紹介しましだ。潮

風を防ぐ桐に囲まれだまだ幼い植栽木、すくすくと育

っている若木、すっかり森林に怠っている針葉樹林な

とを目のあだりにしましだ。まだ竃し＜技を亜り、ド

ングリをだわわに実らせているカシワナラの天然林、

保健休盤の目的をもつ二の森は敗簸路と相まって騎的
芯ムードに溢れています。よく目を向ければこのオホ

ーツク海沿岸には輿をそそる森がだくさんあり霊す。

人によく知られている「知床五湖」、その景観もさ
ることながら、景観の主要葱舞台を形感する森林に目

を向けることは、この景囲地量より深く実感ごさます。

この森もまだ多くのことを私渥らに圏りかけてくるか

らごす。コース沿いは足を止める箇所がたくさんあり
ます。

この知床を跡れだ穆加者のみなさんは初秋の知床と、

「森とのふれあい」を楽しんだ－日こしだ。

伐施業指揮林（林野庁長官通達）

段定昭和61年北見営林支局設定

目的択伐魔粟（ヘリコプター典材）の方法を

理解しその後の森林の推移を見るだめ。

特配指概林内にミズナラポツト苗植栽賦験地

知床国有林におけるミズナラ堅果結実囲査

設定平戚元年～支局自主裸題

目的知床国有林のミズナラ堅果の実鰯を知り

北見地方におけるミズナラ林造賎に資する。
特配ミズナラ堅果母樹25本を詞壷木に設定｡：
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よ
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イ
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、
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丸
太
旱
切
り
の
１
位
は
今
年
も

小
６
の
女
の
子
で
し
だ
。
年
配
の

大
人
が
大
鉛
声
援
し
、
捗
加
の
子

供
だ
ち
は
輿
剣
に
小
丸
大
切
り
に

挑
ん
で
い
ま
し
だ
。

型謁》非哩乖》回辱辻和壷率一

合
年
ご
旧
回
を
か
ぞ
え
る
斜
里

町
恒
例
の
「
し
れ
と
ご
産
藁
ま
つ

り
」
は
扣
目
２
曰
（
日
）
、
啼
天

の
下
ご
盛
大
に
実
魔
さ
れ
ま
し
だ
。

会
榴
に
は
各
産
業
界
の
団
体
の

天
幕
が
軒
を
並
べ
、
食
べ
物
き
は

じ
め
趣
向
を
凝
ら
し
庵
展
示
や
品

揃
え
己
囲
や
か
こ
し
だ
。

知
床
森
林
セ
ン
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里
営

林
頤
務
所
・
斜
里
町
轟
林
組
合
と

共
同
ご
テ
ン
ト
を
頚
り
、
展
示
物

は
自
然
観
察
教
葡
材
紹
介
の
大

型
パ
タ
ー
ン
と
４
切
り
写
真
、

観露プロット閥遼
股定平賎５年～センター自主課題

目的知床自然観察教育林の森林の推移を恒久
的に観察し、嚢林インストラクターの教材
として活用する。

特配林相の異なるプロットを５カ所、イペン
トコース沿いに設置。
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